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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 近 接 セ ン サ 装 置 で あ っ て 、
　 検 出 器 と タ ー ゲ ッ ト 間 の ギ ャ ッ プ 距 離 の 変 化 に よ っ て 、 直 流 コ ン ダ ク タ ン ス 、 交 流 コ ン
ダ ク タ ン ス 及 び サ セ プ タ ン ス が 変 化 す る 検 出 器 と 、
　 前 記 検 出 器 の 直 流 コ ン ダ ク タ ン ス を 表 す 第 １ の 出 力 を 発 生 す る た め に 、 検 出 器 に 接 続 さ
れ た 直 流 コ ン ダ ク タ ン ス 測 定 手 段 と 、
　 前 記 検 出 器 の 交 流 コ ン ダ ク タ ン ス を 表 す 第 ２ の 出 力 を 発 生 す る た め に 、 検 出 器 に 接 続 さ
れ た 交 流 コ ン ダ ク タ ン ス 測 定 手 段 と 、
　 前 記 検 出 器 の サ セ プ タ ン ス を 表 す 第 ３ の 出 力 を 発 生 す る た め に 、 検 出 器 に 接 続 さ れ た サ
セ プ タ ン ス 測 定 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 出 力 を 受 け 取 る よ う に 接 続 さ れ 、 検 出 器 と タ ー ゲ ッ ト 間 の ギ
ャ ッ プ 距 離 を 算 出 す る よ う に 操 作 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ と 、
を 含 む 近 接 セ ン サ 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 検 出 器 と タ ー ゲ ッ ト 間 の 距 離 を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、
　 Ａ ． セ ン サ の 直 流 コ ン ダ ク タ ン ス を 表 す 第 １ の 値 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 Ｂ ． セ ン サ の 交 流 コ ン ダ ク タ ン ス を 表 す 第 ２ の 値 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 Ｃ ． セ ン サ の サ セ プ タ ン ス を 表 す 第 ３ の 値 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 Ｄ ． 前 記 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 値 か ら 、 セ ン サ と タ ー ゲ ッ ト 間 の 距 離 を 算 出 す る ス テ ッ
プ と 、 か ら な る 方 法 。
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